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多
く
の
自
治
体
で
は
非
正
規
職

員
を
、
臨
時
・
非
常
勤
と
し
て
扱

っ
て
い
る
が
、
殆
ど
は
正
職
員
と

同
じ
勤
務
形
態
と
な
っ
て
い
る
。 

自
治
研
の
調
査
に
よ
る
と
、

自
治
体
の
正
規
職
員
は
１
９

９
５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

続
け
、
反
面
、
非
正
規
職
員
は

増
え
続
け
た
。
そ
の
理
由
は
、

地
方
行
革
の
圧
力
に
よ
る
厳

し
い
定
数
削
減
に
あ
り
、
小
泉

構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
地

方
公
務
員
の
定
数
減
を
求
め

た
こ
と
が
大
き
い
。
２
０
０
１

年
か
ら
の
８
年
間
で
、
１
５
・

２
％
も
の
削
減
が
行
な
わ
れ

た
。
自
治
体
も
財
政
難
に
対
応

し
、
職
員
削
減
の
穴
埋
め
に
臨

時
・
非
常
勤
職
員
を
増
や
し
て

 
   

療
や
産
婦
人
科
の
廃
止
が

各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
お
年
寄
り
や
妊
婦
が
救

急
車
で
病
院
を
た
ら
い
回

し
に
さ
れ
た
挙
げ
句
、
亡
く

な
る
ケ
ー
ス
も
相
次
い
で

い
る
。
特
に
都
市
部
と
地
方

の
医
療
格
差
は
開
く
一
方

で
、
日
本
の
医
療
の
危
機
的

状
態
は
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。 

 

医
療
崩
壊
の
主
要
な
原

因
は
、
日
本
の
社
会
保
障
政

策
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ

の
要
因
は
、
①
医
療
費
抑
制

軍
事
費
増
強
政
策
②
医
師

数
の
絶
対
的
不
足
で
あ
る
。 

主
張 

 

慢
性
的
な

医
師
不
足
に

よ
る
救
急
医

療 

厚
生
省
が
医
療
政
策
の

中
心
に
こ
の
２
つ
を
掲
げ

た
の
は
、
中
曽
根
政
権
下
の

１
９
８
０
年
代
。
当
時
の
厚

生
省
の
考
え
は
〝
医
師
数

が
増
え
る
と
医
療
費
が
増

大
す
る
〟
と
い
う
「
医
療
費

亡
国
論
」
の
考
え
方
で
、
そ 

    

れ
が
つ
い
最
近
ま
で
厚
生

労
働
行
政
の
中
心
的
考
え

と
し
て
、
医
療
行
政
の
隅
々

に
ま
で
根
を
は
っ
て
い
た

と
い
う
。 

 

小
泉
政
権
時
代
に
入
り
、

医
療
の
分
野
に
も
本
格
的

に
市
場
原
理
が
導
入
れ
さ 

 

格
差
社
会
が
顕
在
化
す
る
中
、「
働
い
て
も
働
い
て
も
生
活
が
立
ち
行
か
な
い
」
年
収
２
０
０

万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
こ
こ
数
年
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
だ
け
で
は
な
い
。
全

国
の
自
治
体
の
多
く
は
、
経
費
削
減
、
人
件
費
抑
制
に
よ
り
、
そ
こ
で
働
く
臨
時
・
非
常
勤
な
ど

の
非
正
規
職
員
の
数
が
急
増
し
、
同
じ
仕
事
を
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
、
年
収
は
正
規
職

員
の
３
分
の
１
以
下
。
そ
の
契
約
内
容
や
雇
用
不
安
の
実
態
は
、
民
間
以
上
に
冷
酷
非
情
で
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
し
て
全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

れ
、「
聖
域
な
き
構
造
改
革

」
の
名
の
下
に
，
社
会
保
障

費
に
大
鉈
が
振
る
わ
れ
、
診

療
報
酬
が
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
。
地
方
の
公
的
病

院
の
多
く
は
赤
字
経
営
に

追
い
込
ま
れ
、
医
師
不
足
、

看
護
師
不
足
が
追
い
討
ち 

    

を
か
け
、
閉
鎖
す
る
病
院
も

現
わ
れ
た
。 

医
療
現
場
の
医
師
、
看
護

師
の
過
重
労
働
は
す
さ
ま

じ
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
小

児
科
、
産
婦
人
科
、
救
急
病

院
は
２
４
時
間
体
制
で
過

重
労
働
は
想
像
を
絶
す
る

 

自治体非正規労働の実態！ 
～公務員のワーキング・プア～ 

      

そ
の
気
に
な
れ
な
い
。
焦
れ
ば
あ

せ
る
ほ
ど
、
気
分
が
離
れ
て
い
く
。

▼
集
中
す
れ
ば
そ
ん
な
に
難

し
く
な
い
仕
事
で
も
、
気
持
ち

が
金
縛
り
に
な
っ
て
動
き
が

取
れ
な
い
。
頭
の
中
で
、
理
性

は
「
さ
あ
始
め
ろ
」
と
厳
し
い

命
令
を
出
し
て
い
る
が
、
気
分

の
叛
乱
分
子
は
そ
れ
に
従
わ

な
い
。
気
持
ち
は
落
着
か
ず
イ

ラ
イ
ラ
が
募
る
。 

▼
理
性
の
ま
ま
に
は
身
体
や

心
が
動
か
な
い
。
こ
ん
な
経
験

は
誰
で
も
あ
る
こ
と
。
子
ど
も

の
頃
、
理
性
の
要
求
に
、
心
の

叛
乱
分
子
が
ど
れ
ほ
ど
暴
れ

ま
わ
っ
た
こ
と
か
。
テ
ス
ト
勉

強
を
前
に
マ
ン
ガ
を
読
み
ふ

け
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今

で
も
こ
の
癖
が
治
ら
な
い
。 

▼
人
の
心
は
複
雑
だ
。
何
時
で

も
理
性
の
ま
ま
に
従
う
訳
で

は
な
い
。
心
の
深
層
に
潜
む
叛

乱
分
子
が
目
覚
め
ぬ
よ
う
に

な
だ
め
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
無
理

や
り
押
さ
え
つ
け
れ
ば
、
始
末

が
悪
く
な
る
。
ア
ル
中
患
者
の

心
理
が
よ
く
分
か
る
。 

▼
自
立
訓
練
法
と
い
う
心
理

療
法
が
あ
る
。
呪
文
の
よ
う
な

言
葉
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
自

ら
催
眠
状
態
に
導
き
、
心
の
深

層
に
働
き
か
け
、
叛
乱
分
子
を

な
だ
め
る
方
法
だ
。
何
回
も
訓

練
を
つ
め
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
来
る
よ
う
に
な
る
ら
し
い
。

▼
人
は
持
っ
て
い
る
能
力
の

極
わ
ず
か
し
か
利
用
し
て
い

な
い
と
い
わ
れ
る
。
誰
で
も
理

性
の
ま
ま
に
心
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
れ
ば
、
そ
の
人
の
潜

在
的
能
力
は
今
以
上
に
発
揮

さ
れ
る
。
う
ま
く
い
け
ば
能
力

向
上
に
繋
り
、
人
生
の
難
局
は

回
避
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

▼
人
は
誰
で
も
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事

を
多
数
抱
え
込
む
こ
と

が
あ
る
。
だ
が
な
か
な
か

そ
れ
に
向
か
え
な
い
。

刻
々
と
時
間
が
迫
る
が
、 
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大
学
病
院
は
診
療
機
能
に

支
障
を
き
た
し
、
派
遣
先
の

地
方
病
院
よ
り
医
師
を
引

き
上
げ
る
事
態
が
発
生
し
、

医
師
不
足
に
追
い
討
ち
。 

 

人
口
１
０
０
０
人
当
た

り
の
臨
床
医
数
の
国
際
比

較
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
３

０
ケ
国
中
、
日
本
は
、
２
７

位
で
、
た
っ
た
の
２
人
。
先

進
７
ケ
国
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占

め
る
医
療
費
支
出
は
、
日
本

は
８
％
で
最
下
位
。 

 
 

国
の
医
療
費
抑
制
政
策

で
、
国
民
の
医
療
費
負
担
は

急
増
。
高
齢
者
に
は
早
く
死

ね
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
、
日
本

の
医
療
体
制
は
崩
壊
の
危

機
を
迎
え
て
い
る
。 

 

も
の
が
あ
る
と
い
う
。 

 

過
重
労
働
が
原
因
で
，
産

科
勤
務
医
が
病
院
か
ら
離

れ
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
く
、

分
娩
リ
ス
ク
を
避
け
、
産
科

医
を
志
望
す
る
研
修
医
も

減
少
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

０
４
年
、
福
島
県
立
大
野

病
院
で
帝
王
切
開
後
、
妊
婦

の
死
亡
事
件
に
よ
る
医
師

逮
捕
が
、
診
療
を
止
め
る
産

科
医
が
急
増
し
始
め
る
切

っ
掛
け
に
な
っ
た
。 

 

一
方
、
０
４
年
４
月
か
ら

医
師
に
な
る
為
の
、
卒
後
臨

床
研
修
制
度
が
始
ま
り
、
多

く
の
研
修
医
が
都
市
部
に

集
中
、
医
師
の
偏
在
が
促
進

さ
れ
た
。
更
に
、
大
学
に
残

る
研
修
医
が
少
な
く
な
り
、 
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職
員
が
１
年
を
超
え
て
継
続

雇
用
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。
実
際
に
多
く
の
自
治

体
に
お
い
て
臨
時
職
員
が
継

続
雇
用
さ
れ
て
い
る
。 

臨
時
職
員
の
法
律
上
の

問
題
は
、
１
年
を
超
え
た
継

続
雇
用
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
緊
急
・
臨
時
で
な
い
通

常
業
務
に
臨
時
職
員
を
当

て
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。 

１
週
あ
た
り
の
勤
務
時
間

が
30
時
間
以
上
で
、
任
用
期

間
が
２
か
月
を
超
え
る
者
は

社
会
保
険
に
入
加
入
し
て
い

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

し
て
準
備
さ
れ
た
。 

県
知
事
選
が
迫
る
中
、
多
く

の
県
民
は
石
川
県
政
か
ら
脱

却
す
る
候
補
の
出
現
を
望
ん

で
お
り
、
主
催
者
は
、「
チ
ェ

ン
ジ
！
」
の
大
き
な
う
ね
り
を

作
り
出
す
こ
と
を
心
か
ら
訴

え
る
と
し
て
い
る
。 

 

５
月
３
１
日
（
日
）
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
静
岡
労

政
会
館
に
お
い
て
、
県
内
市

民
・
住
民
運
動
４
団
体
が
共
催

で
、
「
チ
ェ
ン
ジ
！
静
岡
県
政

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
が
開
か
れ

る
。
４
団
体
は
、
空
港
は
い
ら

な
い
県
民
の
会
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

沼
津
、
浜
岡
原
発
を
考
え
る
静

岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
太
田
川
ダ

ム
研
究
会
。
ゲ
ス
ト
講
師
と
し

て
、
元
国
立
市
長
の
上
原
公
子

さ
ん
が
講
演
す
る
。 

 

上
原
さ
ん
は
、
宮
崎
県
出

身
、
１
９
９
９
年 

国
立
市
長

選
で
初
当
選
、
東
京
都
内
初
の

女
性
市
長
と
な
り
、
２
０
０
７

年
ま
で
２
期
８
年
務
め
た
。
２

０
０
０
年
「
国
立
市
平
和
都
市

宣
言
」
を
お
こ
な
い
、
０
７
年 

市
長
選
に
立
候
補
せ
ず
、
市
長

を
任
期
満
了
で
退
任
し
た
。 

市
民
運
動
を
積
極
的
に
進
め

る
闘
士
で
も
あ
る
。 

 

県
の
比
率
が
１
６
％
と
比

較
的
低
い
の
に
対
し
て
、
市

（
政
令
市
・
特
別
区
を
除

く
）
が
３
１
・
７
％
、
町
村

は
３
１
・
４
％
と
、
平
均
３

割
以
上
に
も
な
っ
て
い
る
。

非
正
規
職
員
の
圧
倒
的
多

数
は
女
性
で
、女
性
が
多
い
職

場
・
職
種
は
非
正
規
化
が
進
行

し
や
す
い
と
い
う
。 

ま
た
、
非
正
規
職
員
の
業

務
は
補
助
的
で
あ
っ
た
も

の
が
、
正
規
職
員
と
変
わ
ら

な
い
業
務
に
な
っ
て
い
る
。

 

安
易
に
財
政
難
を
理
由

に
職
員
を
削
減
し
、
非
正
規

職
員
を
増
や
せ
ば
、
自
治
体

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

避
け
ら
れ
な
い
。 

 

三
島
市
の
場
合
、
正
職
員

８
５
７
人
に
対
し
臨
時
・
非

常
勤
職
員
（
非
正
規
）
は
５

４
３
人
。
そ
の
内
最
も
非
正

規
職
員
の
多
い
部
署
は
保

育
園
で
正
規
７
４
に
対
し

非 

 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
、

石
川
県
政
１
６
年
の
間
に
、
無

駄
な
巨
大
公
共
事
業
の
数
々

が
県
民
に
犠
牲
を
強
い
た
。
ま

た
、
県
民
の
健
康
・
安
全
・
福

祉
を
無
視
し
、
巨
額
の
財
政
赤

字
の
ツ
ケ
を
後
世
に
回
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
県
内

市
民
運
動
４
団
体
が
幅
広
く

県
民
に
訴
え
、
県
政
の
実
態
解

明
を
進
め
、
財
政
的
に
行
き
詰

ま
っ
た
県
政
の
大
胆
な
改
革

を
願
う
県
民
の
集
う
も
の
と 

 

チ
ェ
ン
ジ
！ 

静
岡
県
政
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

   

静
岡
県
政
を
変
え
よ
う 

     
 

日
本
の
医
療
、
崩
壊
の
危
機 

医
療
現
場
は
市
場
原
理
で
は
や
れ
な
い
！ 

 

非
正
規
は
７
０
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
正
規
０
、
非
正

規
４
３
。
子
育
て
支
援
課
全

体
で
は
正
規
８
７
、
非
正
規

１
３
２
と
な
っ
て
い
る
。 

教
育
関
係
で
は
、
全
体
で

正
規
１
８
３
、
非
正
規
２
５

０
。
そ
の
内
、
小
・
中
学
校

の
事
務
員
は
２
４
人
全
員

が
非
正
規
職
員
で
あ
る
。 

そ
の
他
、
幼
・
小
・
中
の
用

務
員
は
正
規
１
、
非
正
規
３

１
。
調
理
員
は
正
規
２
５
、

非
正
規
４
９
。
養
護
教
諭
、
図

書
館
司
書
等
は
、
全
て
非
正
規

職
員
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。 

 

下
の
表
は
、
県
東
部
各
市
の

非
正
規
を
含
め
た
全
職
員
と
、

非
正
規
職
員
の
割
合
を
示
し

て
い
る
。
全
国
の
平
均
が
３

１
・
７
％
に
対
し
て
、
三
島
市

は
３
８
・
７
％
も
あ
り
、
県
東

部
近
隣
市
で
は
非
正
規
職
員

の
割
合
は
最
も
高
い
。 

 

年
収
の
比
較
で
は
、
正
規
職

員
は
各
種
手
当
を
含
め
４
３

歳
の
平
均
年
収
が
６
７
３
万

８
千
円
に
対
し
て
、
非
正
規
職

員
は
１
８
１
万
７
千
円
で
、
３

分
の
１
以
下
し
か
な
い
。 

 

地
公
法
22
条
は
、「
臨
時
的

任
用
」
を
認
め
て
い
る
が
、
契

約
期
間
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
は

最
大
６
ケ
月
で
、
嘱
託
は
最
大

１
年
と
な
っ
て
い
る
。
更
新
は

１
回
ま
で
。
し
か
し
、
恒
常
的

な
業
務
に
当
て
ら
れ
た
臨
時 

 

自
治
研
の
調
べ
で
は
、全
国

自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職

員
数
は
約
６
０
万
人
と
推

定
。
全
職
員
に
対
す
る
非
正

規
職
員
の
比
率
は
、
全
国
平

均
２
７
・
６
％
に
達
す
る
。

 

！ 

い
る
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
、

人
件
費
を
正
規
職
員
の
み
で

表
示
し
、非
正
規
職
員
分
は
事

業
費
や
物
件
費
に
埋
め
込
ま

せ
、見
え
難
く
し
て
い
る
と
い

う
。 

09年/4月 三島 沼津 裾野 御殿場 熱海 伊東
人口（万人） 11.2 20.9 5.4 8.6 4.05 7.5
正規(人） 857 2015 437 652 554 757
非正規（人） 542 525 261 325 178 157
非正規の割合 38.7% 20.7% 37.4% 33.3% 24.3% 17.2%
人口に対する職員比 1.25% 1.22% 1.29% 1.14% 1.81% 1.22%

一般事務 平均年収
正規職員（43歳） 6,738,000 円
臨時職員 1,817,000 円
正規保育士（39歳） 5,162,000円
臨時保育士 2,271,000円
正規職員の年収には、給料、期末・勤勉、地域手当、
時間外手当を含む

臨時職員は日額　6,400円、　臨時保育士は日額
8,000円（500円の経験加算有）　期末手当を含む

三島市の正規、非正規職員の年収比較 

る
。
非
正
規
職

員
の
待
遇
改

善
と
安
定
雇

用
に
努
め
な

け
れ
ば
、
民
間

の
派
遣
切
り

以
上
に
そ
の

責
任
が
問
わ

れ
る
。 

 
 

４月２６日、反貧困集会 総評会館 

５・３１ 

チェンジ！静岡県政シンポジュウム 
日時：５月３１日 午後１時から 
会場：静岡労政会館 静岡駅北口から徒歩５分 
主催：空港はいらない県民の会、チェンジ沼津、浜岡原発を考える

静岡ネットワーク、太田川ダム研究会 
連絡先：054-653-2791（県民の会） 

 自然派ママたちの座談会 
子どもうをつれての学びの場＆情報交換の場  

参加費200 円（子供無料）甘茶・自然派素材のお菓子付 
５／８（金）「自己実現シンドローム」 

著者 梶原公子さん 
私たちは何かを求めすぎていませんか？  
もっと大事なものが食を正すことで見えてきます。 

５／１４（木）書道家 福田房仙さん 
５月より本堂にて房仙先生の書道教室を開催します。  
京都からわざわざ通ってくる人もいるほどの腕。 

６／１０（金）絵描き くぼやまさとるさん 
地球が大好き、花が虫が、すべてが彼のアートの源です。 
自然の素材を使って遊びましょう。  

外での講座になります。動きやすい服装でお越し下さい。  
場所 成真寺（大社町７） 本堂午前１０時から１２時 
お問合せ・連絡先 土屋利絵 055-975-4740 


